
（別 紙） 

議 会 報 告 会 報 告 書 

 

１．開催地区名  脇本地区 

 

２．開 催 日 時  令和８年８月７日（金）１６時３０分から１７時５９分まで 

 

３．出 席 議 員  太田  穣（代表者）  佐藤  誠（職務代理者） 

          吉田 洋平  夏井 博子  船木 一人 

 

４．参 加 者 数  ２３名 

 

５．意見・要望等 

（１）議会に対する事項  な し 

 

（２）市政に対する事項 

① 男鹿みなと市民病院の経営が非常に厳しいと思うが、累積欠損金は５０億円を

超えているのか。また、病院の赤字の問題に関して、議会の考えは。 

② 脇本振興会では、市長に対して要望書を提出している。その内容は、脇本海岸

の砂が防波堤を超えてきている問題と、耕作放棄地の活用方法についてである。

３０年以上使われていない耕作放棄地は景観も損なうため、普通財産として市が

取得し、企業誘致にも活用できるのではないか。また、海岸の砂については、耕

作放棄地の埋め立てに活用できると考えられる。 

③ 複合交流施設の建設候補地を「男鹿駅周辺広場の市民駐車場」と示しているが、

人流や人口に鑑みれば、候補地としては最適ではないと考える。 

④ 農業委員会委員の任命について、脇本地区の委員が少ないと感じるが、農業委

員の選考方法はどのようになっているのか。また、農業委員の役割とは何か。 

⑤ 市民応援プレミアム付商品券の収支と、ご高齢で買いに行けない方、買っても

使いきれない方、何度も購入する方がいると耳にするが、どのように考えている

のか。 

⑥ 市民応援プレミアム付商品券ではなく、お米券などを期待する声もあった。商



品券だと一部の大型店舗に使用が集中し、地域全体の活性化につながらないので

はないか。 

⑦ 複合交流施設について、市民の声も大事であるが、今後の社会情勢や男鹿市全

体を考え、専門家の意見も取り入れながら検討を進めていただきたい。また、今

後、複合交流施設のほかに公共施設の計画はあるのか。 

 

６．特 記 事 項 

■協議等が必要な事項 

（１）議会に対する事項  な し 

 

（２）市政に対する事項  な し 

 


